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Ⅰ
戦後，日本の経済成長の中心的役割を演じてきたのは，自動車・家電に代表されるいわゆる大規模
製造企業であろう。しかしながら，これらの企業は近年大きな壁に突き当たっている。１つは，労働
コストの上昇や円高による相対的価格の上昇などのマクロ的要因であり，もう１つは，組織の肥大化
と官僚制化というミクロ的要因である。一方，最近の米国製造企業に目を向けてみると，企業内外で
の情報化への取組み，ハイテック・ベンチャービジネスの台頭など，その復活には目覚ましいものが
ある。
評者は，この十数年来，日米の製造企業の経験的比較調査を継続しておこなってきたが，このよう
な観点から見ると，日本企業の「経営の近代化」が，一部の例外を除き非常に遅れているのが目につ
く。さらに，数年前には，日本の大規模製造企業における新規事業開発のプロセスを詳細に検討した
が，そもそも経営戦略の立案の仕方に近代経営の合理性が欠如している状況を散見した 。
また，最近マスコミでも一時大きく騒がれ，政治問題化した日系企業のケースを個別・詳細に分析
したが，その主たる原因となったであろう日本人スタッフの初歩的な管理・経営ミスが頻繁に見ら
れ，ミクロ要因が大きく政治問題化（マクロ要因化）したことが理解できた。こうした事実からは，
資本主義が高度に成熟した段階に達した現在の日本において，今要請されている社会的知見が経済学
などのマクロ的知見ではなく，経営学などのミクロ的知見なのではないか，という歴史的認識を得る
ことができよう。
このようなコンテクストのなかで，山田幸三氏が本書「新事業開発の戦略と組織－プロトタイプの
構築とドメインの変革－」を著したことは非常にタイムリーであり，かつ大きな社会的意義があると
思われる。米国においては，Block and MacMillan（１９９３）に代表されるような新規事業開発論に関す
る多くの著作が見られる。また，ペンシルヴァニア大学ウォートン校のマクミラン教授の編集によ
る Journal of Business Venturingには，新規事業開発に関する最新の研究成果が公表されている。発刊
後１５年を経ているが，現在では第一級の国際的なManagement Journalとして評価が高い。
しかしながら，日本においては，大企業，中小企業を問わず重要な経営課題であるにもかかわら
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ず，新規事業開発に関する体系立った研究書は，評者の知るかぎり山田幸三氏による本書がはじめて
の著作と思われる。経験的調査・研究を体系的に進める数少ない経営学者のひとりであるといえよ
う。
Ⅱ
本書は，第１部と第２部の２つのパートから構成されており，大まかな章立ては以下のとおりであ
る。
第１部 新事業開発のプロトタイプ
第１章 新事業開発の分析視角
第２章 新事業開発の測定
第３章 新事業開発の成果と戦略・組織
第４章 新事業開発のモデル企業
第５章 新事業開発のプロトタイプ
第２部 新事業開発とドメインの変革
第６章 新事業開発のプロトタイプとドメイン
第７章 創発性重視のプロトタイプ －提案者出資型社内ベンチャー制度の導入－
第８章 戦略主導重視のプロトタイプ －非関連事業分野への進出－
終 章 新事業開発とドメインの変革
第１部では，新規事業開発の成功には，新事業プロジェクトを背後から支援できる開発体制の構築
が鍵となることを明らかにし，主として大量サンプルのデータ分析によって，母体組織と新事業プロ
ジェクトの関係性において新規事業開発の２つのプロトタイプを導出している。第１章では，内部資
源による内部成長志向の新規事業開発に焦点をあてるという本書の分析視角を明らかにしている。第
２章では，戦略論と組織論の先行研究に基づき，新事業の成果への影響要因を新事業戦略（新規事業
開発の目的と方向づけ），新事業管理システム（新事業プロジェクトの選択，管理・運営の組織的仕
組み），母体組織の機構と風土の３つのカテゴリーに整理する。第３章では，第２章のカテゴリーに
基づき，１９９０年と９５年の実態調査データの定量分析によって成否を分ける要因を明らかにし，継続的
に新規事業開発を展開するには，新事業プロジェクト支援の組織的仕組みが必要であると主張する。
第４章では，組織的仕組みのモデルとして，対照的な新規事業開発のパターンを展開する米国のエク
セレント企業２社（３M，ヒューレット・パッカード）のケース分析をおこなっている。第５章で
は，１９９７年の新規事業開発調査のデータ分析によって，新事業プロジェクトの開発体制として，機会
主導型，リストラ型，組織活性化型，柱創造型の４つの理念型を提示する。さらに，新事業プロジェ
クト・データのクラスター分析によって，専門部署主導プロジェクトとトップ主導プロジェクトの２
つの成功パターンを見出し，開発体制の理念型との対応関係を整理して，創発性重視型事業開発（機
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会主導型－専門部署主導）と戦略主導型事業開発（柱創造型－トップ主導）という新規事業開発の２
つのプロトタイプを導出している。
第２部では，第１部で導出した２つのプロトタイプとドメイン変革の関係を日本企業のケース・ス
タディーによって詳細に検討している。第６章では，２つのプロトタイプと企業革新の２つのモデル
との比較分析に基づき，新規事業開発がドメイン変革の駆動力となることを主張する。第７章では，
創発性重視型の新規事業開発に対応する富士通とトヨタ自動車の提案者出資型社内ベンチャー制度の
ケース分析をおこなっている。第８章では，戦略主導型の新規事業開発に対応する旭化成の建材・住
宅事業とクラレの人工皮革事業を取り上げてケース分析をおこなっている。終章では，本書の議論を
総括するとともに，新規事業開発のプロトタイプの違いによってドメイン変革のプロセスに違いがあ
り，新事業プロジェクトが企業革新を促すドメイン変革の橋頭堡となりうることを明らかにし，ドメ
イン変革コンテクストの基本的な２つのパターン（フォーカス，サテライト）を提示している。
本書については，北海道大学大学院経済学研究科の金井一 教授が，すでに組織学会誌である『組
織科学』に詳細な内容を紹介している 。金井氏の書評に屋上屋を架すことのないようにこれ以上内
容について深く言及しないが，あえて指摘しておくとすれば，３時点における大量サンプルによる定
量分析，およびアメリカのモデル企業２社と２つのプロトタイプに対応する日本企業４社のケース・
スタディーからなる実証研究という本書の内容の豊富さであろう。
Ⅲ
最後に，本書の特色と評価を中心にコメントしたい。まず，本書の学術的な貢献を評価する。第１
の貢献は，本書が日本においておそらく初めて著された新規事業開発論の包括的，かつ体系的な研究
書であるということである。第２は，これまでの新規事業開発に関する研究ではあまり行われていな
い大量サンプルによる定量分析とケース・スタディーという定性的分析を統合した実証分析を通じ
て，新規事業開発の理論的説明を試みようとしたことである。第３は，統計的な定量分析によって，
新事業プロジェクトの推進に関する一定の成功パターンが存在することを見出し，日本企業の新規事
業開発のプロトタイプを導出したことである。さらに，実証研究に基づき，企業経営の実践に対する
指針を与えようとしている点も評価したい。本書の実証分析によって，新事業プロジェクトの成功に
は，新規事業開発のプロトタイプに示されるような，戦略と組織の一貫したパターンの構築が不可欠
であることが理解できる。
評者の観点からとくに高く評価されるべき点は，著者のケース選択，およびその分析の適切さであ
る。通常この種のケース分析では公表資料のみに基づく場合も多いが，著者は日米企業ともに実際に
インテンシブなインタビューを試みている。この点は，定量分析の質の高さとあいまって，本書の高
いレベルとなって結実している。
次に，本書の若干の問題点を提示したい。第１に，企業経営への示唆という点では，まだ改善の余
地があると思われる。著者の強みは，７年間に及ぶ企業での実務経験に裏付けられた経営分析センス
の良さである。そのセンスが調査研究の結論にもっと生かされてよい感がある。第２は，新規事業開
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発のプロトタイプとドメインに関して議論する以上，野中（１９９０）に代表される最近の経営学の大き
な流れである知識経営などに敷延して，将来の経営実務に方向性を与える議論がもっと欲しかっ
た 。また，引用されている欧米文献にやや古い論文が散見され，最新（最近の２－３年）の論文を
徹底してカバーしきれていない感がした。
上記のような問題点はあるが，本書は新規事業開発に関する定量分析とケース・スタディーを総合
した意欲的な研究であり，理論的にも実践的にも時宜を得た研究であるばかりでなく，新規事業開発
に関するこれまでの研究の弱点を埋めるとともに，この分野の研究の進展に大きく貢献している。今
後は，ケース・スタディーの更なる充実，米国・ヨーロッパにおける定量分析の開始，ベンチャー・
ビジネスとの比較などのさまざまな展開が考えられよう。本書は，著者が大企業における新規事業開
発の研究と調査に関する日本での第一人者であることを示した研究書と考えられるが，著者の今後の
更なる精進と活躍を期待したい。なお，本書は日本経営協会から２０００年度の経営科学文献賞を受賞し
ているが，本書の意義を考えると自然な結果と考えられる。
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